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平成 26年 12月 12 日     

各      位 

会 社 名  株式会社Ｃ＆Ｇシステムズ 

代表者名  代表取締役社長 塩田 聖一 

（ＪＡＳＤＡＱ  コード ６６３３） 

問合せ先 取締役  管理統括部  部長 

            大野 聡太郎 

（ＴＥＬ. ０３－６８６４－０７７７） 

 

 

通期連結業績予想の修正および 

個別業績と前期実績値との差異に関するお知らせ 

 

 

  最近の業績動向を踏まえ、平成 26年 2月 14日に公表いたしました平成 26年 12月期（平成 26年 1月 1日

～平成 26 年 12 月 31 日）の通期業績予想の修正について、下記の通りお知らせいたします。また個別業績に

つきまして、業績予想の開示を省略しておりましたが、前期実績値との対比においてその差異が開示基準に達

する見込みとなりましたので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 業績予想の修正について 

（1）平成 26年 12月期通期連結業績予想数値の修正（平成 26年 1月 1日～平成 26年 12月 31日） 

（単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） ３,６１４ ２４４ ２５４ １９２ １７円４４銭 

今回修正予想（B） ３,９５０ ２６０ ２８０ ３１５ ２８円５２銭 

増減額（B-A） ３３６ １６ ２６ １２２  

増減率（％） ９.３ ６.６ １０.２ ６３.５  

（参考）前期連結業績 
（平成 25年 12月期） 

３,６８６ ２７１ ３０６ １９３ １７円５０銭 
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（2）業績予想修正の理由 

当第１四半期、当社グループでは消費増税前の駆け込み需要により国内向け CAD/CAM販売が伸長、第２四

半期に需要が一服したものの、今夏以降の製造業の設備投資意欲回復を背景に、引続き国内向け CAD/CAMシ

ステム販売が好調に推移いたしました。これらの結果、売上高、営業利益、経常利益それぞれについて前回

予想を上回る見込みとなったため、修正いたしました。 

加えて、当期の通期業績の状況および今後の見通しに基づき、繰延税金資産の回収可能性を精査しており

ましたが、その結果、繰延税金資産を 95 百万円計上する見込みとなりました。これにより、当期純利益が

通期業績予想を大きく上回る見込みとなったため、前回予想を修正いたしました。 

 

（3）平成 26年 12月期（通期）個別業績と前期実績値との差異（平成 26年 1月 1日～平成 26年 12月 31日） 

（単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

前期実績（A） ２,９８７ １７４ ２２０ １６６ １５円１２銭 

今回発表予想（B） ３,２００ ２１８ ２４８ ３１０ ２８円０７銭 

増減額（B-A） ２１２ ４３ ２７ １４３  

増減率（％） ７.１ ２４.７ １２.３ ８５.７  

 

（4）差異の理由 

連結業績予想の修正と同様の理由であります。 

 

 

以  上 


